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春日部特別支援学校 宮代分校 

進路指導部 Vol, １１ 

令和５年３月２４日(金) 

『可能性を広げ、協働する力と、自ら行動する力を育む』 

本日で修了式をむかえ、１年間の課程が修了しました。生徒の皆さんは宮代分校１期生とし

て様々な場面で新しいことに取り組んできました。入学当初の皆さんと現在の皆さんではそれ

ぞれに成長した姿を感じています。些細なことでも「できなかったことができるようになる」

ことをこれからもたくさん積み重ねていってください。２年生もがんばろー！！ 

＜今年度の１年生の進路に関わる学習について＞ 

 時間割にある職業（作業）や職業（進路）の時間をベースに以下のような学習を積み重ねてきまし

た。なんだか懐かしいですね。 

就労移行支援事業所での 

体験学習（７月） 

就労に向けたトレーニングの現場での体験学習をとおして職業観
や勤労観の醸成を図りました。就労を目指している方々の熱意な
ど肌で直接感じることができました。 

校外における職業体験 

（デュアルシステム） 

（９～３月） 

地域資源を活用し、様々な大人との関わりをとおして社会性を高

めることを目的とし、近隣の事業所の皆様に御協力を頂きながら

定期的な職業体験をさせていただきました。 

産業現場等における実習 

（現場実習）（１～３月） 

５日間の企業・福祉施設での実習を行いました。希望する業種での

体験として「やってみてわかった」ことが多くあったようです。 

ゲストティーチャーによる 

出前講座（随時） 

勤労観や職業観、社会人としてのモラルマナー、自己理解等をテー

マとして校外の方々に授業をしていただきました。 

卒業生による進路講演会 

（３月） 

春日部特別支援学校の卒業生の職場での様子を視聴し、在校生が

聞きたい質問などをインタビューしました。身近な卒業後のモデル

として自分たちのイメージを深めることができました。 

社会体験学習での会社見学 

（２月） 

実際の障害者雇用の現場を見学し、就労に向けた講義をしていた

だきました。他の実習等と同様に「直接、肌で感じるもの」があった

ようで、良い機会となりました。 

 

●進路に関わる学習や行事等、御理解・御協力ありがとうございました● 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

春日部特別支援学校 宮代分校    進路担当 栗田   TEL:0480-47-0033 

     

 

【卒業後に向けた支援など] 
先日の進路講演会にて卒業後の支援などについてお話がありましたので、補足で以下の内容を

お伝えさせていただきます。ご参照ください。 

アフターケア   

卒業後、３年間は、アフターケアを行います。進路先への定着を図り、信頼関係を保つことが目的です。
卒業生の様子を伺い、問題があれば必要に応じて対応します。何かありましたら、ご家庭からも学校へ
ご連絡下さい。 

就労支援センター 

市区町村から委託をうけ、地域の障害者の就労をサポートする機関。ジョブコーチの依頼、離職予防の
ための職場巡回、離職した場合の職場復帰支援、就労に向けた生活支援などをしています。進路指導部
と就労支援センターが情報共有をはかり、協力して対応していきます。 

相談支援事業所  

サービス等利用計画についての相談及び作成などの支援が必要と認められる場合に、障害者（児）の自
立した生活を支え、障害者（児）の抱える課題の解決や適切なサービス利用に向けて、ケアマネジメン
トによりきめ細かく支援するものです。福祉施設への通所など、福祉サービスを受ける際、相談窓口と
なります。 

移行支援会議 

個別の移行支援計画は、生徒が『学校から社会へ』という移行及び『子どもから大人へ』という移
行を、スムーズに迎えることができるよう、作成される。そして、この計画は、高等部在学中の学習
の成果と本人への具体的な支援方法及び内容について、本人及び保護者の希望により、学校を含む関
係機関が共有し、本人の卒業後の生活をしっかりと支えることがその目的である。 

「障害児・者の社会参加をすすめる個別の移行支援計画」（ジアース教育新社編集） 
 

本校では、３年生の卒業式後に担任と進路先事業所の担当者で支援に関する引継ぎを行っておりま

す。この引継ぎの会が「移行支援会議」になります。学生生活から社会人生活へと環境が大きく変化す

ることになります。事業所はそれぞれに活動理念や支援方針があり、生活・支援スタイルは異なりま

す。少しでも環境の変化によるギャップを減らせるよう、支援に関する必要な情報を事業所へ提供して

います。中には生徒本人や保護者、または地域の相談支援員が同席する場合もあります。 

進路だよりを通して、進路に関わるワード

（言葉や名称）の解説をしていきます。 

しんろワード 

⑧ 

●ぜひ春休み中の障害福祉サービスの施設見学などいかがでしょうか？● 

年度末、年度初めでお忙しいかもしれませんが… 

見学先の選定など御相談もお受けしております。お時間のある時にいかがですか？ 

見学先の相談や日程調整は栗田までお問い合わせください。０４８０－４７－００３３ 
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